
[大会名]春の高校バレー第 71 回全日本バレーボール高等学校選手権大会茨城県予選会

試合会場レポート
[試合番号]特設 1 [開催日]2018/10/28

[会場]ひたちなか市総合運動公園総合体育館

[観客数]1500 [開始時間]10:00 [終了時間]11:08 [試合時間]1:08

[主審]屋貝 直也 [副審]高橋 直也 [記録員]武田 孝太

男子：決勝戦

土浦日本大学高等学校

3

25
第 1 セット

【 0:25】 19

0

勝田工業高等学校

監 督：吉田 達也 25
第 2 セット

【 0:17】 15 監 督：廣澤 学

コーチ： 25
第 3 セット

【 0:20】 13 コーチ：丸山 玲

第 4 セット

【 : 】

第 5 セット

【 : 】

【 】内はセット時間

戦 評

男子決勝戦は、５年ぶり８回目の優勝を目指す土浦日本大学高等学校と、19 年ぶり 10 回目の優勝を目指す

勝田工業高等学校の一戦となった。

土浦日大はエース立原の前衛、後衛ともに強烈なスパイクを中心に、攻撃を組み立てる。さらにセンター鈴

木(駿)、中村の速攻やブロックで得点を重ねる。一方、勝田工はここまで勝ち上がってきた粘り強いレシーブ

からエース中村のスパイクを武器に、萩原の速攻や第３セットに出場した白田の攻撃で追い縋る。

試合を通して土浦日大が終始リードをする展開が続き、高いブロックで勝田工の攻撃を封じる。勝田工はサ

ーブ、サーブレシーブでのミスが目立ち、勝敗を分けるポイントとなった。

土浦日大は危なげなくゲームを運び、ストレートで５年ぶりの優勝を果たした。

※本票の著作権は茨城県高体連バレーボール専門部に帰属します。 ■作成者 今泉 隆行


